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　議事録 

（１０時００分　委員会開始） 

 

【議題１】 

　地域づくり委員会の職務代理について 

　《事務局より、資料１の第１７条（地域づくり推進員の職務の代理）について説明》 

 

・　今田推進員 

　　大橋委員を推進員の代理者に指名 

 

　《大橋委員了承、ほかの委員異議なし》 

 

・　今田推進員 

　　それでは、今年度の推進員の代理者を大橋委員とします。 

　　よろしくお願いします。 

 

【議題２】 

（１）令和６年度の活動報告他について 

　　　本年度の相談対応についての報告 

　　《事務局より、資料２をもとに相談に対する対応内容を説明》 

 

　委員からの対応について意見及び質問なし。 

　事務局より、今後も相談対応については推進員と協議をした上で迅速に対応してい

く所存であることと、必要に応じて委員会を開催し協議等を行っていくことを説明。 

 

（２）昨年度の活動内容の報告と地域課題について 

　　《事務局より、資料3をもとに活動報告後、次回委員会において石狩圏域におけ

　　る地域課題等に対する協議を行うことを提案》 

 

・　山口委員 

　　活動内容の報告ありがとうございます。 

　　また、本年度の相談にあった車椅子利用者の不動産物件の賃貸借については、　

　私も同様の苦労を何度もしてきたので、改善されていくことを願っています。 

　　そして、今日は先日に私が体験したことをお話しさせて頂きたい。 

　　札幌市内で点字ブロックの上を歩いていたところ、他の歩行者とぶつかった。 

　　視覚障がいのため断言は出来ないが、相手は歩きながらスマホを操作している　

　ようだった。 

　　周囲に集まった人達が転んだ相手を心配して声を掛けていたが、あたかも私が　

　転ばせたかのような雰囲気になり、謝れというような空気になった。 
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　　私は、『転ばせてしまったのは申し訳ない。　けれども私は目が見えない。　 

　あなたは前を見て歩いていたのですか。』と問うたが、答えはなかった。 

　　激しい衝突で方向感覚を失い、よろけながら歩き出す私に助けの手はなかった。 

　　歩きスマホという行為は、視覚障がい者だけではなく、杖をついている高齢者・

　障がいや怪我のために歩行がうまく出来ない人や子どもにも、ぶつかる可能性があ

　ると思います。 

　　それを自覚しないで歩いているとするならば、健常者達だけで社会が構成されて

　いるという誤った認識を持っているのではないかと思います。 

　　マイノリティが存在しないかのように扱われることが増えています。 

　　私達の暮らす地域は多様な人が生きているのだと、改めて認識して欲しい。 

　　 

・　今田推進員 

　　私もそうだが、車椅子利用者が視界に入りにくいためか、存在しないかのように

　扱われるという話を耳にしますが、関心のある人でなければ伝わりにくいですよね。 

 

・　戸田地域づくりコーディネーター 

　　相談支援の現場でも、障がい者理解が進んでいないと感じるといった声は多く、

　この委員会で、やれることはなにかを話すことは有意義だと思います。 

 

・　中村委員 

　　私は本年４月に、2024年道民意識調査において、「障害者差別解消法」を知っ

　ている・「合理的配慮」を知っているかという問いに対し、どちらも知らなかった

　という回答が過半数を超えていたことから、北海道の広報誌「ほっかいどう」への

　紙面掲載を検討する旨文書を事務局に送信し、今田推進員と事務局より北海道に伝

　達した旨、お返事を頂いたところです。 

 

・　事務局 

　　中村委員からは貴重な提言を頂いており、誠にありがとうございました。 

　　この調査結果を受けて北海道は、「より効果的な普及啓発を行うことにより、道

　民における法の理解を促進し、障害のある方への差別解消に取り組んでいく。」と

　しておりますが、我々事務局といたしましても、あらゆる機会を利用して周知に尽

　くしていく所存です。 

 

・　大橋委員 

　　次回の委員会での地域課題の協議としているが具体的には要望書をとりまとめる

　などを含めて、どのような周知方法がよいのか話し合うのか。 

 

　《複数の委員から、効果的な周知方法を検討すべき等の意見あり。》    
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・　今田推進員及び事務局 

　　皆様からの意見ありがとうございます。 

　　まず私達がしていくことは、無知や無関心に対してどうするかであり、この委員

　会の存在を、あらゆる機会を捉えて紹介していくということ。 

　　また、ポイントとしては、障がいのあるなしに関わらず皆が暮らしやすい地域と

　はどうあるかについてなんですが、残念なことに実態としては、障害のある方にシ

　ワ寄せがいきがちになる点をいかにして正していけるか、そういう内容でよろしい

　でしょうか。 

 

《　委員からの異議なし　》 

 

【議題２】 

（３）その他 

・　事務局 

　　「手話に関する施策の推進に関する法律」（施行期日：令和７年６月２５日）の

　概要を説明 

 

・　今田推進員 

　　「第１０回スピーチリレー」（開催日：令和７年９月２７日・札幌市社会福祉協

　議会）の周知説明 

 

・　柳川委員 

　　「２０２５障がい者雇用を通して企業づくりを考えるフォーラム」（開催日：令

　和７年１０月２８日・札幌市）の周知説明 

 

・　今田推進員 

　　委員の皆様からの意見や質問などありますか。 

 

　《　各委員からの質問なし　》 

 

・　今田推進員 

　　他に事務局から何かありますでしょうか。 

 

　《　事務局からはなし　》 

 

・ 今田推進員 

　　それでは、これをもちまして本日の委員会を終了いたします。 

　　当委員会への申立があり、臨時で委員会を開催する場合を除き、次回委員会は冬

　期間の開催を予定しております。 
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　　長時間の協議、ありがとうございました。　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終了） 

 

※　「付属機関等の設置又は開催及び運営に関する基準」（平成10年3月30日制定、一部改正（最終）

　令和7年3月28日）第３項の（８）の規定により当委員会の内容公表は開催後3週間以内と規定され

　ているが、委員等の発言内容確認のため、公表を令和７年11月17日とすることとした。）


